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熊
野
町

　春
の
筆
ま
つ
り

　
「
筆
の
日
」
を
記
念
し
て
、

春
分
の
日
（
３
月
20
日
㈷
）
を

含
む
１
週
間
を
筆
の
日
週
間

（
３
月
18
日
㈪
〜
24
日
㈰
）
と

し
て
、
筆
に
関
連
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
筆

の
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

　
な
お
、
こ
の
事
業
は
宝
く
じ

の
助
成
を
受
け
て
実
施
し
て
い

ま
す
。

●
筆
の
日
記
念
式
典

時
３
月
20
日
㈷

午
前
10
時
‥
記
念
式
典
（
功
労

者
表
彰
、
町
表
彰
な
ど
）

午
前
11
時
‥
記
念
講
演
会
「
頼

山
陽
の
人
と
書
」

▽
講
師
‥
頼
祺
一
さ
ん
（
頼
山

春
分
の
日
は
「
筆
の
日
」

陽
史
跡
資
料
館
館
長
）

無
料
（
要
入
館
料
）

所
筆
の
里
工
房

●
一
日
一
筆

時
３
月
上
旬
〜
下
旬

所
筆
の
里
工
房

　
パ
ソ
コ
ン
や
ワ
ー
プ
ロ
を
使

わ
ず
、
文
房
四
宝
（
筆
、
墨
、

硯
、
紙
）
や
絵
筆
・
化
粧
筆
を

手
に
創
作
活
動
に
参
加
す
る
一

日
一
筆
に
、
皆
さ
ん
も
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

●
ひ
ろ
で
ん
バ
ス
ギ
ャ
ラ
リ
ー

時
３
月
上
旬
〜
下
旬

　
広
島
電
鉄
の
協
力
に
よ
り
、

町
内
園
児
が
「
環
境
・
自
然
」

を
テ
ー
マ
に
筆
を
使
っ
て
制
作

し
た
バ
ス
マ
ス
ク
を
つ
け
た
バ

ス
が
、
街
を
走
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
制
作
し
た

バ
ス
マ
ス
ク
は
役
場
周
辺
な
ど

に
展
示
し
ま
す
。

●
街
角
の
ア
ー
ト
作
品

時
３
月
18
日
㈪
〜
24
日
㈰

　
熊
野
高
校
美
術
部
と
熊
野
・

熊
野
東
中
学
校
の
生
徒
が
作
成

し
た
ア
ク
リ
ル
画
３
点
な
ど
の

ア
ー
ト
作
品
を
筆
の
里
工
房
、

役
場
な
ど
に
展
示
し
ま
す
。

●
夢
ギ
ャ
ラ
リ
ー

時
３
月
18
日
㈪
〜
24
日
㈰

　
町
内
の
小
中
高
生
が
「
夢
」

「
筆
」
な
ど
の
好
き
な
言
葉
を

テ
ー
マ
に
揮
毫
し
た
書
作
品
を
、

町
内
の
ス
ー
パ
ー
や
金
融
機
関

な
ど
に
展
示
し
ま
す
。

●
メ
イ
ク
ア
ー
ト

時
３
月
17
日
㈰
・
20
日
㈷
午
前

10
時
〜
午
後
４
時

所
筆
の
里
工
房

　
熊
野
化
粧
筆
メ
ー
カ
ー
お
す

す
め
の
ギ
フ
ト
商
品
の
テ
ス

タ
ー
な
ど
の
一
斉
展
示
や
、
メ

イ
ク
ア
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に

よ
る
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ

ス
、
無
料
ス
キ
ン
チ
ェ
ッ
ク
な

ど
を
行
い
ま
す
。

●
筆
の
街
散
策
＆
ま
ち
な
か

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
昔
な
が
ら
の
風
景
の
残
る
地

域
で
筆
づ
く
り
の
工
場
見
学
や
、

商
品
購
入
、
展
示
見
学
の
で
き

る
熊
野
町
内
筆
関
連
事
業
所
を

紹
介
し
ま
す
。
地
酒
の
試
飲

（
23
・
24
日
の
み
）
や
、
ギ
ャ

ラ
リ
ー
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
、

の
ん
び
り
過
ご
せ
ま
す
。

時
３
月
18
日
㈪
〜
24
日
㈰

筆
の
日
実
行
委
員
会
（
事
務

局
：
熊
野
筆
事
業
協
同
組
合
）

854
‐
０
０
７
４

●
第
26
回
ふ
れ
あ
い
書
道
展

　
特
別
賞
、
筆
都
大
賞
の
作
品

を
展
示
し
ま
す
。

時
３
月
13
日
㈬
〜
20
日
㈷

所
町
民
会
館
ロ
ビ
ー

全
国
書
画
展
覧
会
事
務
局

854
‐
５
５
５
５

●
野
菜
市
開
催

　
地
元
で
で
き
た
新
鮮
で
旬
な

野
菜
な
ど
を
販
売
す
る
〝
野
菜

市
〞
を
開
催
し
ま
す
。

時
３
月
24
日
㈰
午
前
10
時
〜

※
野
菜
な
ど
が
な
く
な
る
ま
で

所
安
芸
農
協
熊
野
支
店
駐
車
場

横
の
広
場

熊
野
野
菜
市
実
行
委
員
会

（
事
務
局
：
安
芸
農
協
熊
野
支

店
）

854
‐
１
１
３
１

（
商
工
観
光
課
）

●
春
の
筆
ま
つ
り
ラ
イ
ブ

　
昨
年
の
筆
ま
つ
り
で
も
大
好

評
の
バ
ン
ド
「
ゴ
ロ
ッ
チ
」
の

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
坊
田
か
ず
ま
の
曲
を
は
じ
め

ジ
ャ
ズ
･
ポ
ッ
プ
ス
と
幅
広
い

演
奏
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま

す
。

時
３
月
20
日
㈷
午
前
10
時
〜
午

前
11
時
、
午
後
２
時
〜
午
後
３

時所
郷
土
館

無
料

生
涯
学
習
課

820
‐
５
６
２

１

イ
　
ベ
　
ン
　
ト
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⑺
　
消
防
団

　
消
防
団
は
、
「
自
分
た
ち
の

町
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い

う
精
神
に
基
づ
き
、
地
域
の
安

全
と
安
心
を
守
る
た
め
に
活
動

す
る
住
民
に
よ
る
団
体
で
す
。

　
消
防
団
の
主
な
活
動
に
は
次

の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
活
動
中
の
ケ
ガ
や
病
気
な
ど

に
対
し
て
は
補
償
が
あ
る
ほ
か
、

制
服
な
ど
に
つ
い
て
も
町
が
貸

与
し
て
い
ま
す
。

　
熊
野
町
に
は
現
在
、
地
域
毎

の
10
分
団
と
本
団
が
あ
り
、
広

島
市
消
防
局
と
連
携
を
取
り

合
っ
て
町
内
の
災
害
に
対
応
す

る
な
ど
、
地
域
に
密
着
し
、
迅

速
で
き
め
細
か
な
活
動
を
多
岐

に
わ
た
っ
て
行
え
る
消
防
団
の

存
在
は
、
地
域
防
災
力
の
向
上

に
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
４
月
か
ら
は
、
従

業
員
が
相
当
数
消
防
団
に
在
籍

す
る
な
ど
、
積
極
的
に
消
防
団

の
活
動
に
協
力
し
て
い
る
事
業

所
を
認
定
す
る
熊
野
町
消
防
団

協
力
事
業
所
表
示
制
度
が
施
行

さ
れ
、
地
域
で
消
防
団
を
支
え

る
仕
組
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
災
害
出
動
時
に
は
、
近
隣
住

民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

（
総
務
課
）

防
災
く
ま
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

防
災
く
ま
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

県
道
・
瀬
野
呉
線
改
良
工
事

町
道
の
ル
ー
ト
が

一
部
変
わ
り
ま
す

　
県
道
瀬
野
呉
線
の
道
路
改
良

工
事
の
た
め
、
平
成
25
年
３
月

に
町
道
昭
和
線
・
町
道
呉
出
来

線
の
通
行
経
路
が
図
の
よ
う
に

変
更
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
ル
ー
ト
と
大
き

く
異
な
る
箇
所
も
あ
り
ま
す
の

で
、
車
を
ご
利
用
の
際
は
、
現

地
の
案
内
を
参
考
に
歩
行
者
な

ど
に
ご
注
意
の
上
、
通
行
さ
れ

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

建
設
課

820
‐
５
６
０
７

●町道昭和線
　セブン・イレブン付近で、これまでの直線的なルート
から、整備された県道瀬野呉線に途中、接続するルート
に変更されます。

●町道呉出来線
　呉信用金庫方面からは呉出橋を渡ったところで行き止
まりとなり、町道昭和線と同様に整備された県道瀬野呉
線に接続する経路に変更されます。

至熊野町役場
町
道
呉
出
来
線

新呉出橋

呉出橋

至呉地公園

至呉信用金庫

車両通り抜け不可

行き止まり

セブン・イレブン

至熊野高校

道上川

Ｎ

町道昭和線

⎧⎨⎩県道瀬野呉線道路改良区間

消防団の活動

災
害
時

・火災現場への出動（消火・防御）
・風水害（大雨など）時の防災活動
・地震などによる災害時の出動
・人命救助、避難誘導、救命救助など
・行方不明者捜索

平
常
時

・各種訓練（放水訓練、水防訓練など）
・年末火災予防警戒
・消防機器の点検
・救命講習


